
 

 

 

 

 

 

 

2 月の総選挙においては、皆様から多大なご期待をお寄せ頂きました。厳しい状況が続いております

が、様々な方から物心両面でのご支援を頂き感謝の日々です。4 月に行われた春日部の市議選において

は、立憲民主党現職の大里のぼる市議会議員を再選させて頂きました。仲間と共に埼玉 16 区での政治活

動を私自身も継続して参ります。 

 国政におきましてはアメリカとイランの紛争への対応が喫緊の課題です。アメリカは重要な同盟国と

はいえども日本政府としてこの力による現状変更は問題であることを毅然とした態度で伝えねばなりま

せん。中国による現状変更はダメでアメリカによるものは問題ないと、ダブルスタンダードな態度を取

れば日本がこれまで国際社会で築いてきた信頼を損なうことになります。 

先の日米首脳会談では紛争地域への自衛隊派遣は憲法違反となる可能性を踏まえ、アメリカによるホル

ムズ海峡への自衛隊派遣要請は国内法上行えないことを明確に伝えた点は評価できる点です。派遣を実

施するにしても完全に紛争が終結した後でなければこの紛争に日本が参加することになり禍根を残しま

す。 

また原油やナフサなどの関連資材の調達が困難になっており、既に各所への影響が出つつあります。代

替調達先の確保に奔走することも重要ですが、イランもこれまでの日本との良好な外交関係を踏まえて、 
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イラン紛争による      

生活不安の解決に向けて！ 

 

公認会計士 

３児の父 

38 歳 

中道改革連合埼玉県第 16 区総支部 連絡先 

埼玉 16 区(春日部市、さいたま市岩槻区、吉川市、松伏町) 

〒344-0067 埼玉県春日部市中央 1-8-21 ニュー吉田ビル 302    ◎TEL.070-3129-8789  ◎FAX.048-611-9943 

◎ホームページ：http://misumisota.net/   ◎フェイスブック：「三角そうた facebook」で検索 

http://misumisota.net/


 

      ■ボランティア・ポスター掲示・寄付等 
の協力ができる方、郵送又は FAX 
にて右記連絡先にご連絡下さい！ 

三角そうたを応援して下さる方を募集中です！ 

どれかに○ ①事務作業など、ボランティアができる。  ②ポスターを自宅に掲示できる。 

③寄付をしてもいい。           ④知り合いを紹介できる。 

〒    – 

よろしければ、下記の項目もご記入ください。 

  －      －  

ふりがな 

お名前 

ご住所 

電話 

勤務先 
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姓 

性別 
名 男 

女 

生年月日 
（西暦） 

年      月      日 

中道改革連合埼玉県第 16 区総支部 三角行 

住所：〒344-0067 埼玉県春日部市中央 1-8-21 

ニュー吉田ビル 302   FAX:048-611-9943 

三角そうたの PROFILE 

•1987年 12月 16日生まれ（38歳） 3児の父 

•埼玉県和光市出身、春日部市粕壁在住 

•幼少期母子家庭にて育つ 

•私立開成中学・高校卒業 

•一橋大学社会学部卒業 

•衆議院議員手塚よしお学生秘書 

•三菱 UFJ銀行勤務（大宮支社、京都支社、本社 IR室、 

信託不動産部）・太陽監査法人勤務（非常勤） 

・2017年、2021年衆院選にて惜敗。 

・2024年衆院選にて比例復活で初当選。 

・2026年衆院選にて惜敗、捲土重来を期す。 

資格：公認会計士、税理士 証券アナリスト協会検定会員 

趣味：ヒップホップダンス、バスケットボール 

  韓国ドラマ、映画鑑賞、ドライブ、オンラインゲーム 

団体：春日部青年会議所、岩槻区倫理法人会 

 

日本との直接交渉にも前向きな姿勢を示して

います。未だ終戦への出口が見えない中にお

いて、国益を守る観点からはイランとの直接

交渉も視野に入れるべきです。高市政権はア

メリカとの関係を優先し過ぎるためにその選

択肢を排除していますが、国民にとっては現

実的な資源不足を解決することを優先すべき

であると考えます。またエネルギー源の分散

についても重要な課題であり、早急に進めて

いく必要があります。 

更に国会では高市政権が設置した国民会議に

おいて食料品の消費減税や、給付付き税額控

除の議論がスタートしています。私自身が衆

議院議員として一番に取り組んできた課題が

この税金についての議論でありました。 

 

  

 

国民会議については問題点として、いくつかの政党が排除されている点、議事録が要旨のみであ

り、一言一句残る国会でなぜやらないのかという点が指摘されています。 

また内容としては食料品消費減税を行う上での課題や、給付付税額控除の設計などが議論されてい

ます。一方で財源の問題については具体的な議論が聞こえておらず、巨額の減税や給付を行う以上

は、皆様の負担がどのように変わるのか逃げずに正面からの議論が必要だと感じます。 

政党の状況も流動的ではありますが、今後も私の政治活動へのご理解を何卒お願い申し上げます。  

 


